
大島商船高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 機械力学
科目基礎情報
科目番号 0069 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子機械工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 機械振動学（保坂寛：東京大学出版会）
担当教員 笹岡 秀紀
到達目標
物体の回転、振動などを扱う機械振動学に関して
（1）剛体の回転運動を運動方程式で表すことができる。
（2）振動の種類および調和振動を説明できる。
（3）１自由度不減衰系の自由振動を運動方程式で表し、系の運動を説明できる。
（4）１自由度減衰系の自由振動を運動方程式で表し、系の運動を説明できる。
（5）調和外力による減衰系の強制振動を運動方程式で表し、系の運動を説明できる。
（6）調和変位による減衰系の強制振動を運動方程式で表し、系の運動を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
剛体の慣性モーメントを計算し、
運動方程式と回転の運動方程式を
たて、回転と並進を分けてエネル
ギーを計算できる。

剛体の慣性モーメントを計算し、
回転の運動方程式を立てることが
できる。

慣性モーメントを計算できない。

評価項目2
重力をうける振動径（振子など
）について運動方程式をたて、固
有角振動数を計算できる。

重力を考慮しない振動系（ばね質
点系など）について運動方程式を
たて、各々の固有角振動数を計算
できる。

重力を考慮しない振動系について
も運動方程式を立てることができ
ない。

評価項目3
１自由度不減衰系の自由振動を運
動方程式とエネルギー解法の両方
で解き、任意時間における運動の
様態を説明できる。

１自由度不減衰系の自由振動を運
動方程式で表し、それを解いて任
意時間における運動の様態を説明
できる。

運動方程式を解くことができない
。

評価項目4
粘性減衰系。固体摩擦の減衰系の
自由振動を運動方程式で表し、そ
れを解いて系の運動を説明できる

粘性減衰系の自由振動を運動方程
式で表し、振動波形と減衰比の関
係を説明できる。

粘性減衰系の自由振動を運動方程
式であらわすことができない。

評価項目5
調和外力による減衰系の強制振動
を運動方程式で表し、それを解い
て共振、Ｑ値について説明できる
。

調和外力による減衰系の強制振動
を運動方程式で表し、それを解い
て、強制解と基本解の違いを説明
できる。

調和外力による減衰系の強制振動
を運動方程式を解くことができな
い。

評価項目6
調和変位による減衰系の強制振動
を運動方程式で表し、それを解い
て、変位計、速度計、加速度計と
関連付けて説明できる。

調和変位による減衰系の強制振動
を運動方程式で表し、それを相対
変位を導入して解くことができる
。

調和変位による減衰系の強制振動
を運動方程式を解くことができな
い。

学科の到達目標項目との関係
JABEE J(03)
本校 (1)-c 電子機械 (3)-a
教育方法等
概要 基本的には授業内容は教科書に沿って進めるが、補足部分を自作部凛とで補う。

授業の進め方・方法 スライドと学生による書き込みを前提とする自作の配布プリントを使用して授業を進める。授業の後半は演習問題を行
う。時間内に終わらない部分については宿題（レポート）とする。

注意点 履修前に、数学の基礎（特に三角関数や微分積分），物理学（力学）や工業力学を復習しておくこと。
演習、レポートは期日までに必ず提出すること（期日を過ぎた場合は減点対象となる）．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 機械力学序論講義（スライド、配布資料） 機械四力のなかの機械力学の位置づけを理解し、さま
ざまな振動について説明できる。

2週 １自由度不減衰系の自由振動　講義（スライド、配布
資料）と演習

ばね質点系の運動方程式について解法を理解し、解く
ことができる。また、エネルギー保存則を利用した運
動方程式の導出法を説明できる。

3週 慣性モーメントと回転の運動エネルギー　講義（スラ
イド、配布資料）と演習

慣性モーメントを計算でき、運動エネルギーを並進運
動と回転運動に分けて記述できる。

4週 回転系の振動１　講義（スライド、配布資料）と演習 捩り振動と振り子について運動方程式を立て、解くこ
とができる。

5週 回転系の振動２　講義（スライド、配布資料）と演習 円柱の回転振動について運動方程式を立て、解くこと
ができる。

6週 粘性減衰系の自由振動１　講義（スライド、配布資料
）と演習

粘性減衰系自由振動の運動方程式を、減衰比によって
場合分けして解くことができる。

7週 粘性減衰系の自由振動２　講義（スライド、配布資料
）と演習

振動波形と減衰比の関係を理解し、減衰比から振幅、
エネルギーの推移を計算できる。

8週 中間試験

2ndQ

9週 中間試験の解説とこれまでの総括 中間試験の問題を全て解ける。

10週 固体摩擦による減衰振動　講義（スライド、配布資料
）と演習

固体摩擦による減衰振動の運動方程式を立て、解くこ
とができる。

11週 不減衰系の強制振動　講義（スライド、配布資料）と
演習

不減衰系強制振動の解法を理解し、解くことができる
。

12週 粘性減衰系強制振動１　講義（スライド、配布資料
）と演習

粘性減衰系強制振動の解法を理解し、解くことができ
る。



13週 粘性減衰系強制振動２　講義（スライド、配布資料
）と演習

振幅応答曲線を理解し、共振振幅、Ｑ値、エネルギー
消費率を計算できる。

14週 変位による強制振動　　講義（スライド、配布資料
）と演習

変位による強制振動の運動方程式を解き、それを変位
計、速度計、加速度計の場合に近似できる。

15週 強制振動についてのまとめと応用問題 教科書、配布資料を見ながら応用問題を解くことがで
きる。

16週 前期期末試験
評価割合

試験 演習 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 30 0 10 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 60 30 0 10 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


